




アップの取組みを把握することを目的とした。その結果，以下の ２ 点が見出された。第 １
に，現在，野田地区で開催される「野田バル」と福島地区で開催される「福島バル」は，
当初は別々に行われていた。その後，野田地区と福島地区とが一緒に開催された「野田・
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　The purpose of this paper is to grasp the functions of baru ibento （bar events） and 
changes in their scope of area, focusing on “Noda Bar” and “Fukushima Bar” conducted 
in Fukushima-ku （ward）, Osaka City. In addition, the purpose was to understand the 
efforts to improve the districts’ images by holding these periodic bar events. As a 
result, the following two developments are seen. First, the “Noda Bar” held in Noda 
and the “Fukushima Bar” held in Fukushima areas were initiated separately. Later, 
the “Noda-Fukushima Bar” was held three times. These were a cooperative effort 
between Noda and Fukushima districts. Eventually, “Noda Bar” and “Fukushima Bar” 
returned to their respective systems, because of management difficulties. The changes 
in scope for implementing the “Noda Bar” and “Fukushima Bar” offer suggestions on 
the appropriate area size for bar events. Second, “Noda Bar” and “Fukushima Bar” 
are held periodically, contributing to regional revitalization. When other events take 
place in Fukushima, the executive committees and participating restaurants play major 
roles. The executive committees and participating restaurants have also contributed 
significantly to events hosted by the Fukushima Ward Office.
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例えば「函館西部地区バル街」では， １ 冊 ５ 枚のチケットを3,500円で購入し，飲食店は











































































































































































































































































　バルイベントの実施状況を把握するため，2018年 ４ 月28日と2019年 ４ 月20日に「野田バ
ル」の，2018年 ６ 月 ９ 日と2018年11月17日に「福島バル」の現地調査をそれぞれ行った。





　つぎに，2019年 ４ 月 ４ 日の元気なお店創造委員会事務局へのヒアリングの際に，同委員
会あるいはバルイベントの取組みから派生した団体が実施あるいは参画するイベントに関








施されたのは野田地域の「野田バル」である。「野田バル」は，2011年 ５ 月28日に第 １ 回
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が開催され，以降概ね年 ２ 回開催され，直近では2019年 ４ 月20日に第16回が開催されてい
る。ついで福島地域の「福島バル」は約半年遅い2011年11月 ５ 日に第 １ 回が開催されてい
る。「福島バル」は第 １ 回の開催以降年 ２ 回開催され，直近では2019年 ６ 月 １ 日に第16回
が開催されている。「野田バル」と「福島バル」はいずれも16回の開催に至っているが，




実施範囲について，「野田バル」は図 ４ に，「福島バル」は図 ５ に，「野田・福島合体バル」
は図 ６ にそれぞれ示す。なお，実施範囲の推移をみるため，図 ４ および図 ５ には「野田・
福島合体バル」開催時の当該地域のマップを含める。
　図 ４ をみると，「野田バル」は第 １ 回，第 ２ 回，第 ５ 回にあたる「野田・福島合体バル」
の第 １ 回，再びそれぞれの開催に戻った第 ８ 回をみても実施範囲に変化はない。一方，図
５ をみると，「福島バル」は第 １ 回，「福島バル」の第 ４ 回にあたる「野田・福島合体バ
表 １　バルイベントの開催経過
野田バル 野田・福島合体バル 福島バル
回 年月日 回 年月日 回 年月日
1 2011年 ５ 月28日 1 2011年11月 ５ 日
2 2011年10月15日 2 2012年 ５ 月12日
3 2012年 ３ 月17日 3 2012年11月17日
4 2012年 ９ 月 １ 日 （4） （2013年 ５ 月25日）
（5） （2013年 ５ 月25日） 1 2013年 ５ 月25日 （5） （2013年10月26日）
（6） （2013年10月26日） 2 2013年10月26日 （6） （2014年 ５ 月18日）
（7） （2014年 ５ 月18日） 3 2014年 ５ 月18日 7 2014年10月11日
8 2014年10月25日 8 2015年 ５ 月16日
9 2015年 ６ 月27日 9 2015年10月24日
10 2015年11月28日 10 2016年 ５ 月21日
11 2016年 ４ 月23日 11 2016年10月22日
12 2016年 ９ 月28日 12 2017年 ６ 月 ３ 日
13 2017年 ４ 月22日 13 2017年11月18日
14 2017年 ９ 月23日 14 2018年 ６ 月 ９ 日
15 2018年 ４ 月28日 15 2018年11月17日




が開催され，以降概ね年 ２ 回開催され，直近では2019年 ４ 月20日に第16回が開催されてい
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　ここで，図 ６ の「野田・福島合体バル」の実施範囲をみると，第 １ 回から第 ４ 回までの




　両バルイベントの実施範囲の鉄道各駅の １ 日乗降客数を表 ２ に示す。「野田バル」の実
施範囲には ５ 駅あるが，駅名は異なるもののJRの海老江駅，阪神の野田駅，Osaka Metro
の野田阪神駅は近接し乗換駅である。また，JRの野田駅とOsaka Metroの玉川駅は近接し
乗換駅である。 ５ 駅全ての １ 日乗降客数を合計すると，約 ８ 万 １ 千人となる。一方，「福
島バル」の実施範囲には ３ 駅あるが，それぞれ徒歩数分程度しか離れていない。 ３ 駅全て




※「野田バル」の第 ５ 回，「福島バル」の第 ４ 回にあたる
 
 
図 6 「野田・福島合体バル」のイベント実施範囲 
資料：バルガイドマップ（2013 年 5 月）を引用 





















みよう。「野田バル」のバルマップの仕様の変遷を表 ３ に，「福島バル」のそれを表 ４ にそ
れぞれ示した。「野田バル」のバルマップは ３ 回の「野田・福島合体バル」を除き，全て
マップ型である。第 １ 回は開いた大きさがA3 の用紙に両面印刷したもので， ３ 回折って，
たて140mm，よこ148mmの正方形に近いコンパクトなものである。マップの大きさは片
面，すなわちA3 の大きさ全面となっている。第 ２ 回から第 ４ 回は開いた大きさがA2 の
用紙に両面印刷したもので， ４ 回折って，たて140mm，よこ148mmとするもので，折り
たたんだ大きさは第 １ 回と同じである。マップの大きさは，第 ２ 回がたて420mm，よこ
445mmと大きくなり，第 ３ 回ではたて594mm，よこ420mmと最も大きくなっているが，
第 ４ 回では第 ２ 回の大きさに戻っている。第 ５ 回から第 ７ 回は「野田・福島合体バル」で
あり，後述する。第 ８ 回目以降は，開いた大きさがA2 の用紙に両面印刷したもので， ４
回折って，たて210mm，よこ148mmとした長方形で，折りたたんだ大きさは第 １ ～ ４ 回
よりやや大きい。マップの大きさは片面の半分を用いA3 となっている。「福島バル」の
バルマップは ３ 回の「野田・福島合体バル」を除き，全てマップ型である。第 １ 回から第
３ 回は「野田バル」の第 ２ 回と同じ仕様である。第 ４ 回から第 ６ 回は「野田・福島合体バ
ル」であり，後述する。第 ７ 回以降は「野田バル」の第 ８ 回以降と同様である。「野田・
福島合体バル」はブック型で，B5 サイズの20ページの冊子となっている。マップの大き
さは，B5 サイズのたて257mm，よこ182mmとなっている。このように，「野田バル」の
初期に若干試行錯誤がみられるが，「野田バル」の第 ８ 回以降，「福島バル」の第 ７ 回以降
は一定している。
表 ２　研究対象地域内の駅１日乗降客数（2015年度）





阪神 本線 野田 23,582
Osaka Metro
千日前線 野田阪神 25,161




東西線 新福島  9,368
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表 ３　「野田バル」のバルマップの変遷
回 第 １ 回 第 ２ 回 第 ３ 回 第 ４ 回 第 ５ 回～第 ７ 回 第 ８ 回～第16回

















































































回 第 １ 回～第 ３ 回 第 ４ 回～第 ６ 回 第 ７ 回～第16回



















































店数の推移をみたのが図 ７ である。「野田バル」の第 １ 回の参加飲食店数は32軒であった
が，第 ２ 回に47軒，第 ３ 回に62軒と増加し，第 ４ 回にあたる「野田・福島合体バル」の
第 １ 回目で79軒までになっている。この回をピークに以降は，徐々に参加飲食店数は減少
し，第10回以降は40軒台で推移しており，第16回は最も少ない41軒となっている。一方，
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こととする（表 ５ ）。「野田バル」では ３ 回の「野田・福島合体バル」含む第 １ 回から第 ８
回までは ５ 枚綴りのチケットが前売りで3,000円，当日が3,500円で販売された。その後，
第 ９ 回と第10回は， ４ 枚綴りのチケットとなり，前売りで2,600円，当日が3,000円で販売
された。さらにその後，第11回から第16回は， ５ 枚綴りのチケットとなり，前売りで3,100
円，当日が3,600円で販売された。「福島バル」では ３ 回の「野田・福島合体バル」含む第
１ 回から第 ７ 回までは ５ 枚綴りのチケットが前売りで3,000円，当日が3,500円で販売され


















回 第 １ 回～第 ８ 回 第 ９ 回～第10回 第11回～第16回
前売り券 ５ 枚綴り　3,000 ４ 枚綴り　2,600 ５ 枚綴り　3,100
当日券 ５ 枚綴り　3,500 ４ 枚綴り　3,000 ５ 枚綴り　3,600
福島バル
回 第 １ 回～第 ７ 回 第 ８ 回～第 ９ 回 第10回～第16回
前売り券 ５ 枚綴り　3,000 ４ 枚綴り　2,600 ５ 枚綴り　3,100
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10回で ４ 枚綴りにしてチケット価格を上げたことにより，利用者から従来の ５ 枚綴りで











　「野田バル」の後援・協力・協賛の変遷を表 ６ に，「福島バル」のそれを表 ７ にそれぞれ
示した。「野田バル」の第 １ 回では，後援と協賛は無く，協力が福島区役所，阪神電気鉄



















10回で ４ 枚綴りにしてチケット価格を上げたことにより，利用者から従来の ５ 枚綴りで











　「野田バル」の後援・協力・協賛の変遷を表 ６ に，「福島バル」のそれを表 ７ にそれぞれ
示した。「野田バル」の第 １ 回では，後援と協賛は無く，協力が福島区役所，阪神電気鉄
道㈱，野田地域の ３ 商店街となっている。続く「野田バル」の第 ２ 回では，後援と協賛は
表 ６　「野田バル」の後援・協力・協賛の変遷
回 1 2 3 4


















協賛 なし なし なし なし
回 5 6 7 8




















































回 9 10 11 12

































回 13 14 15 16









































回 １ ２ ３ ４






























回 ５ ６ ７ ８



















































回 ９ 10 11 12









































回 13 14 15 16























































その直後に行われた「福島バル」の第 １ 回も，「野田バル」の第 ２ 回と同様に協力が福島
区役所，阪神電気鉄道㈱，福島区商店会連盟，劇団銀河となっている。この初期の段階で
協力が福島区役所，阪神電気鉄道㈱に加え，商店街が野田地域だけでなく，区内全域の商




協賛でビールメーカー大手 ２ 社が加わる。「福島バル」の第 ３ 回では，協力に変化はない
ものの，協賛の ２ 社は外れている。その後の ３ 回にわたる「野田・福島合体バル」になる
と，協力にわずかな変化はあるものの，急激に協賛が増加する。協力から協賛にまわった
阪急阪神ビルマネジメントに加え，野田地域と福島地域のそれぞれに立地するホテル ２ 社
とビールメーカー大手 ４ 社，飲食業サポート会社 １ 社が加わる。この枠組みが「野田・福



































島×福島　日本酒バル」は2019年 ９ 月14日に第 ２ 回が実施されている。





㈱MAKE LINEの ３ 社で構成され「福島エリア」のさらなる賑い創出を目的として結成さ
れている。このイベントに元気なお店創造委員会が協力しており，「福島バル」への参加




























































資料：筆者撮影2019年 ７ 月 ７ 日
写真 ２　「ふくしまてんこもり2019」の福島
公園会場の飲食物販売
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